
●
新
中
間
層
の
位
置
づ
け

　

二
〇
〇
八
年
後
半
に
深
刻
化
し
た
世

界
金
融
危
機
に
よ
っ
て
、
世
界
経
済
は

大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
し
か
し
、
ブ

ラ
ジ
ル
経
済
は
二
〇
〇
九
年
後
半
に
い

ち
は
や
く
回
復
を
み
せ
た
。
こ
の
回
復

の
要
因
が
、
こ
こ
数
年
の
所
得
格
差
の

縮
小
、
特
に
拡
大
し
た
新
中
間
層
に
よ

る
旺
盛
な
需
要
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

長
ら
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
所
得

格
差
は
、
経
済
成
長
を
阻
む
問
題
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
。
植
民
地
時
代
か
ら
の

支
配
階
級
の
存
在
と
い
っ
た
歴
史
的
背

景
に
加
え
、
経
済
政
策
に
お
い
て
も
、

マ
ク
ロ
経
済
が
成
長
す
れ
ば
貧
困
層
に

も
恩
恵
が
あ
る
と
い
う
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ

ン
の
考
え
方
に
終
始
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
貧
困
解
消
に
効
果
的
な
政
策
が
採

用
さ
れ
に
く
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
は
、
二
〇

〇
〇
年
代
中
頃
か
ら
、
世
界
的
な
コ
モ

デ
ィ
テ
ィ
価
格
の
上
昇
と
と
も
に
好
転

し
始
め
る
。
労
働
市
場
で
は
、
雇
用
の

正
規
化
が
進
ん
で
い
っ
た
。
一
方
で
、

ル
ー
ラ
政
権
（
二
〇
〇
三
〜
一
〇
年
）

は
、
ボ
ル
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
に
代
表
さ

れ
る
貧
困
撲
滅
策
な
ど
、
所
得
の
再
分

配
を
重
視
し
た
施
策
も
実
施
し
た
⑴

。

　

こ
の
間
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
中
間
層
は

徐
々
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル

の
ジ
ェ
ト
ゥ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
財
団

の
ネ
リ
教
授
の
推
計
に
よ
る
と
、
二
〇

〇
三
年
か
ら
二
〇
一
一
年
の
間
に
、
富

裕
層
が
八
％
か
ら
一
二
％
、
中
間
層
が

三
八
％
か
ら
五
五
％
と
拡
大
し
た
一

方
、
貧
困
層
は
五
五
％
か
ら
三
三
％
と

縮
小
し
た
。
な
か
で
も
、ネ
リ
教
授
は
、

ル
ー
ラ
政
権
の
時
期
に
拡
大
し
た
中
間

層
を
そ
れ
以
前
の
中
間
層
と
区
分
す
る

た
め
、
新
中
間
層
と
名
付
け
た
（
参
考

文
献
④
）。

●
新
中
間
層
の
定
義

　

ネ
リ
教
授
は
、
新
中
間
層
が
将
来
的

な
所
得
上
昇
に
対
し
高
い
期
待
を
持
つ

こ
と
か
ら
、
旺
盛
な
消
費
を
行
っ
て
い

る
と
主
張
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は

個
人
の
主
観
（
現
在
の
消
費
水
準
に
対

す
る
各
々
の
満
足
度
）に
基
づ
く
た
め
、

実
際
彼
ら
を
見
分
け
る
に
は
困
難
が
と

も
な
う
。
そ
こ
で
鍵
と
な
る
の
は
、
所

得
と
消
費
の
差
を
埋
め
る
信
用
の
存
在

で
あ
ろ
う
。
富
裕
層
を
除
く
と
、
個
人

が
満
足
し
う
る
消
費
が
現
時
点
の
所
得

を
超
え
た
場
合
は
、
将
来
所
得
を
見
込

ん
だ
信
用
を
利
用
す
る
。
つ
ま
り
、
新

中
間
層
と
は
、「
信
用
を
利
用
し
て
上

昇
を
期
待
す
る
将
来
の
自
分
の
所
得
に

ア
ク
セ
ス
し
、
現
在
の
消
費
を
増
や
す

こ
と
に
積
極
的
な
人
々
」
と
も
い
え
よ

う
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
信
用
拡
大
は
、
借
手
側

の
要
因（
雇
用
増
加
と
雇
用
の
正
規
化
）

お
よ
び
貸
し
手
側
の
要
因
（
経
済
成
長

と
物
価
安
定
を
背
景
と
し
た
市
場
金
利

の
低
下
）
の
、
双
方
向
の
変
化
が
背
景

に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
参
考
文
献
①
）。

正
規
雇
用
の
場
合
、
社
会
保
障
を
受
け

ら
れ
る
た
め
、
所
得
水
準
が
変
化
し
な

く
て
も
、
デ
フ
ォ
ル
ト
リ
ス
ク
が
低
下

し
た
と
み
な
さ
れ
、
金
融
機
関
か
ら
の

長
期
融
資
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、

二
〇
〇
四
年
の
消
費
者
信
用
関
連
法
の

改
正
に
よ
る
金
融
機
関
の
回
収
リ
ス
ク

低
下
が
、
融
資
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
と

い
う
見
方
も
あ
る
（
参
考
文
献
②
）。

● 

消
費
行
動
の
変
化
と
経
済
へ
の

イ
ン
パ
ク
ト

　

新
中
間
層
の
拡
大
が
、
消
費
行
動
に

ど
の
よ
う
な
変
化
を
与
え
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
商
業
連
盟

（F
ecom

ercio S
P

）
の
消
費
動
向
分

析
の
結
果
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
三
年
か

ら
二
〇
〇
九
年
に
か
け
て
、
中
間
所
得

層
の
、
外
食
、
電
化
製
品
、
住
宅
、
携

帯
電
話
な
ど
の
支
出
が
大
き
く
増
加
し

た
（
参
考
文
献
③
）。
そ
の
ほ
か
、
教

育
支
出
に
も
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
ブ

ラ
ジ
ル
で
は
、
初
等
教
育
か
ら
高
等
教

育
ま
で
無
償
の
公
的
教
育
が
提
供
さ
れ

て
い
る
が
、
最
近
で
は
、
子
ど
も
の
受

け
る
教
育
の
質
を
高
め
る
目
的
か
ら
、

私
立
校
が
好
ま
れ
つ
つ
あ
る
（
参
考
文

献
⑤
）。

　

一
方
、
信
用
市
場
を
み
る
と
、
二
〇

〇
四
年
以
降
、
個
人
向
け
与
信
残
高
は

住
宅
ロ
ー
ン
や
自
動
車
ロ
ー
ン
の
増
加

に
伴
い
拡
大
し
た
（
図
1
）。
平
均
貸

出
期
間
も
、二
〇
〇
四
年
よ
り
上
昇
し
、

長
期
化
し
て
い
っ
た
。こ
の
背
景
に
は
、

先
述
の
二
〇
〇
四
年
の
消
費
者
信
用
関

連
法
の
改
正
の
ほ
か
、
政
府
に
よ
る
、

住
宅
ロ
ー
ン
促
進
策
（
勤
続
年
数
保
障

基
金
﹇
Ｆ
Ｇ
Ｔ
Ｓ
﹈
を
活
用
し
た
住
宅

ロ
ー
ン
の
融
資
条
件
緩
和
﹇
二
〇
〇
七

特 
集

イ
メ
ー
ジ
と
実
態
の
中
間
層

藤
川
久
美

ブ
ラ
ジ
ル
経
済
を
支
え
る
新
中
間
層
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年
﹈、
低
所
得
層
向
け
の
低
利
・
長
期

融
資
の
住
宅
融
資
計
画﹇
二
〇
〇
九
年
、

M
in
ha C

asa, M
in
ha V

id
a

﹈）
の

実
施
が
あ
る
。

　

二
〇
一
二
年
は
、
年
後
半
以
降
、
政

府
・
中
銀
に
よ
る
金
融
緩
和
・
景
気
刺

激
策
の
効
果
顕
現
か
ら
、
借
入
拡
大
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
積
極
的
な
信

用
拡
大
策
が
、
思
わ
ぬ
副
作
用
を
生
む

可
能
性
が
あ
る
。
二
〇
一
一
年
後
半
の

景
気
減
速
と
と
も
に
、
自
動
車
ロ
ー
ン

の
返
済
延
滞
率
が
増
加
し
て
い
る
（
図

2
）。
こ
の
返
済
延
滞
率
は
、
二
〇
〇

九
〜
一
〇
年
の
貸
付
が
主
と
さ
れ
て
い

る
が
、
貸
し
手
が
高
グ
レ
ー
ド
の
自
動

車
購
入
へ
の
ロ
ー
ン
供
給
を
選
好
し
た

た
め
に
、
消
費
者
が
返
済
能
力
を
越
え

た
車
を
購
入
し
て
し
ま
う
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
（
参

考
文
献
②
）。

　

ま
た
、
中
古
車
市
場
も
想
定
外
の
速

さ
で
変
容
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
、

国
内
市
場
の
新
車
登
録
台
数
は
、
当
時

の
景
気
刺
激
策
も
あ
っ
て
急
増
し
た
。

翌
年
も
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
低
価
格
車

の
輸
入
に
よ
っ
て
、
登
録
台
数
は
前
年

を
上
回
っ
た
。
し
か
し
、
中
古
車
市
場

で
は
需
要
が
落
ち
込
ん
だ
結
果
、
引
取

り
価
格
相
場
の
下
落
か
ら
、
自
動
車
の

減
価
ペ
ー
ス
が
速
ま
っ
た
と
み
ら
れ
て

い
る
。

　

金
融
機
関
は
、
貸
付
の
際
の
回
収
リ

ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
、
高
金
利
、
短

期
で
の
回
収
を
採
用
し
て
き
た
。
さ
ら

に
、
市
場
価
値
の
高
い
も
の
へ
の
融
資

傾
向
が
強
ま
れ
ば
、
よ
り
リ
ス
ク
の
高

い
融
資
が
増
加
す
る
。
こ
う
い
っ
た
問

題
を
防
止
す
る
に
は
、
例
え
ば
、
個
人

の
返
済
能
力
に
見
合
っ
た
融
資
の
見
極

め
、
担
保
の
適
正
な
価
値
の
把
握
と
リ

ス
ク
の
保
証
な
ど
が
必
要
と
さ
れ
よ

う
。

　

政
府
・
中
銀
は
、
景
気
浮
揚
を
最
優

先
課
題
と
し
、
各
種
減
税
措
置
を
講
じ

た
ほ
か
、
金
融
緩
和
姿
勢
を
維
持
し
て

い
る
。
五
月
、
政
府
は
信
用
拡
大
を
促

進
す
る
た
め
、
昨
年
実
施
し
た
引
き
締

め
の
結
果
貸
し
渋
り
に
転
じ
た
金
融
機

関
に
対
し
、
積
極
的
な
利
下
げ
を
要
求

す
る
場
面
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
家

計
は
す
で
に
融
資
枠
ま
で
借
金
し
て
お

り
、
緩
和
し
て
も
大
き
な
需
要
拡
張
効

果
は
期
待
で
き
な
い
と
の
見
方
も
あ

る
。
他
方
で
、急
激
な
緩
和
・
利
下
げ
が
、

他
の
経
済
リ
ス
ク
、
例
え
ば
二
〇
一
三

年
以
降
の
イ
ン
フ
レ
上
振
れ
リ
ス
ク
な

ど
を
高
め
る
と
危
惧
す
る
声
も
あ
る
。

　

た
だ
し
、
先
進
国
の
信
用
市
場
の
規

模
と
比
較
す
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
未

だ
拡
大
の
余
地
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
今
後
ブ
ラ
ジ
ル
が
、
持
続
的
な
成

長
を
継
続
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
中
間

層
の
旺
盛
な
消
費
を
満
た
し
つ
つ
、
返

済
能
力
を
正
し
く
見
極
め
ら
れ
る
か
ど

う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

（
ふ
じ
か
わ　

く
み
／
神
戸
大
学
大
学
院

国
際
協
力
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

《
注
》

⑴ 

二
〇
〇
三
年
か
ら
開
始
し
た
条
件
付
き

給
付
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
貧
困
世
帯
に
対

し
、
母
子
に
対
す
る
健
康
の
保
持
お
よ

び
増
進
義
務
、
子
ど
も
の
就
学
義
務
、

児
童
労
働
の
禁
止
等
の
条
件
を
課
し
、

こ
れ
を
満
た
す
家
庭
に
、
直
接
、
現
金

を
給
付
す
る
。

《
参
考
文
献
》
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図1　個人向け与信残高伸び率と平均返済期間変化率（前年同月比、％）

（出所）中央銀行。
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図2　延滞債権比率（％）

（注）国営銀行が実施するプロジェクトローンの延滞債権は含まない。
（出所）図1と同じ。

ブラジル経済を支える新中間層
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